
� はじめに
最近の環境問題は，身近な河川の水質汚濁や廃棄

物の不法投棄など地域が限定された問題から，化石

燃料の消費による地球温暖化や酸性雨，フロンによ

るオゾン層の破壊，有害廃棄物の越境汚染，温暖化

に起因する感染症など地球全体に波及する問題に変

化している。１）すでに，温暖化は，過去にないスピ

ードで進んでおり，北極海の氷の解氷が専門家の予

測より３０年も４０年早く進んでいるなどその影響は，

専門家の予測を超えて起きている。これら地球規模

に生じている問題の重要性の理解と正しい対応を考

えるために環境教育，学習の果たす役割は大きい。

当研究センターは，香川県環境教育・環境学習基本

方針（平成１２年６月）において，環境教育・環境学習

の拠点施設のひとつに位置付けられ，学校や地域，

企業に対しての環境学習や施設見学の受け入れや資

器材の貸出，環境情報の提供を行っている。また，

環境森林部内に設置され環境体験型の出前講座を行

う「環境キャラバン隊」の構成メンバーでもある。

センターではこれらの業務を平成１３年から学習サポ

ートボックス事業（以下，学習 SB）と命名し通常２

名の職員で担当し，対象人数やテーマ数が多い場合

は関係研究部門の担当者に協力を得て対応している。

本報告では，過去５年間に県下小学校での学習 SB

実施状況と１８年度のテーマ別実施数について報告す

る。

� 環境学習 SBの基本的考え方
当環境センターの出前講座等は，担当教諭と事前

に過去の環境学習の内容や子供たちに何を伝えてほ

しいのかなど，要望に即した学習展開が出来るよう

に十分な打ち合わせを行っている。それは，環境問

題に関心を持たせるための動機付け方法や，学習を

深めるための具体的な体験や実験方法，学習中に生

じた課題の回答探しなどで，習熟度や学年によって

調整している。環境教育の段階的目標は，概ね以下

の�～�の順序で行っている。
�関心を持つ：人間をはじめ生物の活動は，水・
大気・土壌など地球上の物質循環に支えられている

事や最近の地球環境を扱ったニュースなどを切り口

に環境保全への興味と関心を高める。

�知識を得る：地球規模で起こっている環境問題
の現状を伝えるとともに，香川県の水質汚濁や大気

汚染の測定データを示し身近な問題として考える材

料を与える。

�合意形成：多様な価値の存在を認めながら，お
互いに納得できる解決策を見出だし，行動に繋げる

ための合意を得る。

� 過去５年間の学習 SB実施結果
平成１８年度香川県学校統計では，香川県下に小学

校が１９４校あり，その内の６８校に過去５年間に当研

究センターの環境学習SBが利用されている。（表１）。

利用した学校の，約半数は複数回利用している。

中には過去５年間に８回（１校），６回（１校），５回

（４校）と多く活用頂いた学校もある。同一年度に複

数回活用した学校は１４校である。学年別にみると４

年生の実施が全体の５８％，５年生が２９％，６年生が

１１％と４年生を主体に行われ低学年では行われてい

ない（表２）（図１）。

図１ 過去５年間の小学校 学年別対応件数
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表１ 小学校における学習SB実施状況
設置者 学校名 生徒数 H１４ H１５ H１６ H１７ H１８
国
２校

附 属 高 松 小 学 校 ６９７
附 属 坂 出 小 学 校 ４７３ ○○○○○○○

高 松 市 １ 日 新 小 学 校 １４４ ●●
２ 二 番 丁 小 学 校 ４７６ ● ○○○○○○○
３ 四 番 丁 小 学 校 １４０
４ 亀 阜 小 学 校 ７７１
５ 栗 林 小 学 校 １，０９３

”

×
６ 花 園 小 学 校 ３４２
７ 松 島 小 学 校 ３４８ ●
８ 築 地 小 学 校 １２３
９ 新 塩 屋 町 小 学 校 １８４ ○○○○○○○
１０ 鶴 尾 小 学 校 ３００
１１ 太 田 小 学 校 ８５２ ● ● × ×
１２ 木 太 小 学 校 ５８４
１３ 古 高 松 小 学 校 ７２４ ● × ●● ○○○○○○○
１４ 屋 島 小 学 校 ７２０
１５ 前 田 小 学 校 ２４９
１６ 川 添 小 学 校 ４７８
１７ 林 小 学 校 ４１８
１８ 三 渓 小 学 校 １７１
１９ 仏 生 山 小 学 校 ５１５ ●
２０ 香 西 小 学 校 ５９８
２１ 一 宮 小 学 校 ８２９ ●● ×× ●●
２２ 多 肥 小 学 校 ５７１ ● ○○○○○○○ ○○○○○○○● ○○○○○○○
２３ 川 岡 小 学 校 ２０６ ●
２４ 円 座 小 学 校 ６８５ ×
２５ 檀 紙 小 学 校 ４０５
２６ 弦 打 小 学 校 ５４５ × ● ● ●
２７ 鬼 無 小 学 校 ２８０
２８ 下 笠 居 小 学 校 ３５９ ●
２９ 女 木 小 学 校
３０ 男 木 小 学 校 ６
３１ 川 島 小 学 校 ７０６
３２ 十 河 小 学 校 ５７６
３３ 東 植 田 小 学 校 ４２
３４ 植 田 小 学 校 １３５
３５ 中 央 小 学 校 ７２８
３６ 太 田 南 小 学 校 １，０７５

”
３７ 木 太 南 小 学 校 ６６７ × × × × ×
３８ 古 高 松 南 小 学 校 ４０２ ● × ● ●
３９ 屋 島 東 小 学 校 １７４ ●
４０ 屋 島 西 小 学 校 ７５６ ○○○○○○○○○○○○○○● ○○○○○○○× ○○○○○○○● ○○○○○○○
４１ 木 太 北 部 小 学 校 ６４４ ● ● ○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○
４２ 東植田小学校菅沢分校 ４ ●○○○○○○○
４３ 牟 礼 小 学 校 ３４２ ×
４４ 牟 礼 北 小 学 校 ５２２ ●
４５ 牟 礼 南 小 学 校 ２３９
４６ 庵 治 小 学 校 ２９８ × × ● ●
４７ 庵 治 第 二 小 学 校 ３
４８ 安 原 小 学 校 ７４
４９ 塩 江 小 学 校 ５１
５０ 上 西 小 学 校 １５ ●●
５１ 安原小学校戸石分校
５２ 大 野 小 学 校 ４９０ ●
５３ 浅 野 小 学 校 ５３２ ●×

５７校 ５４ 川 東 小 学 校 ４５９
（分校２）５５ 香 南 小 学 校 ４４９
（本校休校１） ５６ 国分寺北部小学 校 ７６０
（分校休校１） ５７ 国分寺南部小学 校 ９４１
丸 亀 市 １ 城 東 小 学 校 ６９５ × ××

２ 城 南 小 学 校 ４００
３ 城 西 小 学 校 ４９４ ●
４ 城 北 小 学 校 ４１３
５ 城 乾 小 学 校 ２６５ ● ● ●
６ 城 坤 小 学 校 ７１９
７ 城 辰 小 学 校 ５１４
８ 飯 野 小 学 校 ２９０
９ 郡 家 小 学 校 ８４８
１０ 垂 水 小 学 校 ４２７
１１ 本 島 小 学 校 ２６
１２ 広 島 小 学 校 １
１３ 小 手 島 小 学 校 ２
１４ 富 熊 小 学 校 ２７５
１５ 栗 熊 小 学 校 １４１
１６ 岡 田 小 学 校 ２４７ ×
１７ 飯 山 北 小 学 校 ６９１ × ● ●

１８校 １８ 飯 山 南 小 学 校 ４１５
坂 出 市 １ 中 央 小 学 校 ２６９ ●

２ 東 部 小 学 校 ４７１ ●
３ 西 部 小 学 校 ２６８
４ 金 山 小 学 校 ２３５ ●
５ 林 田 小 学 校 ３３４
６ 加 茂 小 学 校 ２００
７ 与 島 小 学 校
８ 瀬 居 小 学 校 ４４
９ 沙 弥 小 学 校
１０ 櫃 石 小 学 校 １１
１１ 岩 黒 小 学 校 ７ ×
１２ 府 中 小 学 校 ２７８ × ● ● ●●
１３ 川 津 小 学 校 ２７７
１４ 西 庄 小 学 校 ９１

１６校 １５ 松 山 小 学 校 １６９
（休校２） １６ 王 越 小 学 校 ３２ ●

設置者 学校名 生徒数 H１４ H１５ H１６ H１７ H１８
善通寺市 １ 中 央 小 学 校 ３００ × × ×

２ 東 部 小 学 校 ２７７
３ 西 部 小 学 校 １４７
４ 南 部 小 学 校 ２０８
５ 竜 川 小 学 校 ３３２
６ 与 北 小 学 校 １１５
７ 筆 岡 小 学 校 ２３８

８校 ８ 吉 原 小 学 校 １８５
観音寺市 １ 観 音 寺 東 小 学 校 ２５６ ● ●

２ 観 音 寺 南 小 学 校 ４２７ ●
３ 高 室 小 学 校 ２４９
４ 常 磐 小 学 校 ３９２
５ 柞 田 小 学 校 ５１８
６ 豊 田 小 学 校 ２１４
７ 粟 井 小 学 校 １０１
８ 一 ノ 谷 小 学 校 ２７９
９ 伊 吹 小 学 校 １９
１０ 大 野 原 小 学 校 ５４９ ×
１１ 萩 原 小 学 校 ９４
１２ 紀 伊 小 学 校 ９５

１３校 １３ 豊 浜 小 学 校 ４７４ ●
さぬき市 １ 津 田 小 学 校 ２１６ ●○○○○○○○ ○○○○○○○

２ 鶴 羽 小 学 校 １３４
３ 松 尾 小 学 校 ９２ ● ●
４ 富 田 小 学 校 ２４７ ● ●
５ 志 度 小 学 校 ６８４ ● ● ×
６ 中 央 小 学 校 ３２５
７ 鴨 部 小 学 校 ９６ ● ●
８ 小 田 小 学 校 ２７
９ 志度小学校末分 校 １４
１０ 石 田 小 学 校 ２１８
１１ 神 前 小 学 校 １１５ ● ● ●
１２ 長 尾 小 学 校 ４２４ ●
１３ 前 山 小 学 校 １４

１６校 １４ 多 和 小 学 校 ２２
（分校２） １５ 造 田 小 学 校 ２５８
（分校休校１） １６ 多和小学校槙川分校
東かがわ

市

１ 相 生 小 学 校 ９６
２ 引 田 小 学 校 ２１８
３ 本 町 小 学 校 ３５６
４ 白 鳥 小 学 校 １９４ ● ● ● ●
５ 福 栄 小 学 校 ８４ ● ●
６ 本町小学校はくちょう

分 校

９校 ７ 三 本 松 小 学 校 ２７６
（分校１） ８ 誉 水 小 学 校 ２２７ ●
（分校休校１） ９ 丹 生 小 学 校 ３００ ●
三 豊 市 １ 上 高 瀬 小 学 校 ２３８

２ 勝 間 小 学 校 ２３９
３ 比 地 小 学 校 １６６
４ 二 ノ 宮 小 学 校 １０３
５ 麻 小 学 校 １２５
６ 辻 小 学 校 １４２
７ 河 内 小 学 校 ４８
８ 大 野 小 学 校 １３３
９ 神 田 小 学 校 ７１
１０ 大 見 小 学 校 １６９
１１ 下 高 瀬 小 学 校 ２２５
１２ 吉 津 小 学 校 １４８
１３ 桑 山 小 学 校 １２２
１４ 比 地 大 小 学 校 １０７ ○○○○○○○
１５ 笠 田 小 学 校 １４０ ○○○○○○○
１６ 上 高 野 小 学 校 １３０
１７ 本 山 小 学 校 １４５
１８ 詫 間 小 学 校 ４１４ ×
１９ 松 崎 小 学 校 １８３
２０ 大 浜 小 学 校 ５２
２１ 箱 浦 小 学 校 ３３
２２ 粟 島 小 学 校
２３ 仁 尾 小 学 校 ３２３
２４ 曽 保 小 学 校 ３４

２６校 ２５ 財 田 上 小 学 校 １３９ ● ● ●
（休校１） ２６ 財 田 中 小 学 校 ９１ ●
土 庄 町 １ 土 庄 小 学 校 ２７５

２ 渕 崎 小 学 校 ３０６
３ 北 浦 小 学 校 ６７
４ 四 海 小 学 校 １０８ ×

５校 ５ 豊 島 小 学 校 ３０
小豆島町 １ 星 城 小 学 校 １９７

２ 安 田 小 学 校 １８５
３ 苗 羽 小 学 校 １７５
４ 福 田 小 学 校 ４３

５校 ５ 池 田 小 学 校 ２３７
三 木 町 １ 平 井 小 学 校 ７０３ ●× × ×

２ 田 中 小 学 校 １３２
３ 氷 上 小 学 校 ５００ ● ●

４校 ４ 白 山 小 学 校 ３３１ ● ●
直 島 町 １ 直 島 小 学 校 １７２ ×
宇多津町 １ 宇 多 津 小 学 校 ４４０
２校 ２ 宇 多 津 北 小 学 校 ７０９
綾 川 町 １ 綾 上 小 学 校 ２７０

２ 昭 和 小 学 校 ２８７ ○○○○○○○
３ 陶 小 学 校 ３８６
４ 滝 宮 小 学 校 ３０４

５校 ５ 羽 床 小 学 校 １０２ ×× ●× ×
琴 平 町 １ 琴 平 小 学 校 ２１９

２ 象 郷 小 学 校 １９７
３校 ３ 榎 井 小 学 校 １５３ ×●
多度津町 １ 多 度 津 小 学 校 ３５１

２ 豊 原 小 学 校 ４２８
３ 四 箇 小 学 校 ３６７ ●

５校 ４ 白 方 小 学 校 １５９
（休校１） ５ 高 見 小 学 校
まんのう町 １ 琴 南 小 学 校 １１８

２ 高 篠 小 学 校 １２２
３ 四 条 小 学 校 １８９ ×
４ 長 炭 小 学 校 １５５
５ 満 濃 南 小 学 校 ２４７

６校 ６ 仲 南 小 学 校 １９４

●現地学習 ○○○○○センター内学習
×キャラバン隊（センター対応のみ）
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� １８年度に実施した環境学習内容と件数
１８年度に実施した主な学習メニューの件数を表３

に示す。分野別にみると水環境分野が一番多く，続

いて大気環境，地球環境の順となっている。水環境

の学習は，環境学習の導入部として位置付けられて

いるようだ。私たちは，水を暮らしの様々なところ

で利用し，その恩恵に与っている。しかし，普段の

生活の中では，どぶ川やゴミの散乱した川を目にし

ており，水質保全への関心は高い。水は，児童でも

検査試料の採取が容易で，水生生物調査，植物観察，

出水調査等々，地域密着型の学習へ展開させること

で，環境問題を身近な問題として捉えさせることが

出来る。毎年，定点における水質や水生生物を学年

で継続して調査している学校もある。生活排水等の

実験に使用するCOD簡易測定（パックテスト）は，

子供たちでも簡単におこなえ，反応に色の変化を伴

うので印象に残るようだ。１８年度は学校側とテーマ

を決める際に，香川県環境基本計画の中の重点プロ

ジェクト（ストップ地球温暖化）に配慮し，地球温暖

化と二酸化炭素測定を多く盛り込むよう心がけた。

他に学校側の要望で溶存酸素測定，ホタルの飼育等

の学習を実施した。

表３ 平成１８年度に小学校で実施した主な学習メニュー

表２ 過去５年間の小学校における学年別対応数
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� まとめ
当研究センターの学習 SBは，過去５年間に県内

の小学校の３６％で利用され，その約半数は複数回，

継続して利用されていた。先生から相談の電話も多

く環境学習をサポートする機関としての評価を得て

いると考える。

一方，県内の６４％にあたる１２５校においては，地

域的な問題もあるが一度も利用されておらず，環境

保健研究センターが，環境保全・保健衛生に取り組

む中核機関であることを学習 SBを通じてどのよう

にアプローチするかの課題も見つかった。学習 SB

は，平成１４年度から実施された「総合学習の時間」

のテーマに「環境」を取り上げる学校が多い事から

増加し，年間約３０件，約２０００人の４～６年生を対象

に実施されてきた。しかし今年，学習指導要領が見

直され，平成２３年から総合学習の時間が短縮される。

これにより環境問題について学ぶ機会が少なくなる

事も予想され，環境の保全について関心を持つ機会

と，心が育ち難くならないためにも，新たな環境学

習の機会作りが必要と考える。

今後も情熱をもって環境教育・環境学習に取組み，

新たなアクティビティや教材を提供できるように努

めたい。

文献
１）環境省：IPCC第４次評価報告書第１作業部会

報告書（自然科学的根拠）の公表について，

（２００７）

２）香川県，香川県教育委員会：二酸化炭素の循環，

環境学習プログラム集,16－17,(平成14年5月)

【アクティビティ例】

「アクティビティ」とは，本来，活動・遊びという意味ですが，環境学習では個々の具体的な目標やねらいを持った最小

単位の学習を指します。以下「身の回りの二酸化炭素を測ろう」の流れと概要を紹介する。

身の回りの二酸化炭素を測ろう （環境学習プログラム２）応用）

内容 人の呼気・自動車排ガス・校庭・交差点・林の中等の二酸化炭素濃度を検知管を使い測定する。

ねらい

色々な場所や車の排気ガス中の二酸化炭素濃度を測し，二酸化炭素の存在と発生源に気付くとともに

地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出や吸収の仕組みについて知り，対策が必要である事を知る

きっかけとする。

準備物 二酸化炭素検知管（２H・２LC）・ガス採取器・車排ガス採取袋・ストップウオッチ・プリント

時
間 段階 方 法 指導上の留意点

５
分

アイスブレイク 挨拶，環境クイズ（大気の組成・大気の層の厚さ）を交えて環境

への関心を高める。

なぜ二酸化炭素を測るのかを理解させる。

導入時に好奇心や興味を駆り立

て緊張をほぐし，発言を誘導し

易くする。

１０
分

知識習得 ●二酸化炭素はどうして出来るのかな。

●地球の二酸化炭素濃度の変化・増えすぎるとどうなるか。

●異常気象，京都議定書の言葉を聞いた事がありますか。

●二酸化炭素の循環（植物とでんぷん）

質問を投げかけ子供達の理解度

を確認しながら進める。フリッ

プで見せる。

２０
分

実験 ●検知管，ガス採取器の取り扱い方と，％と ppmの単位について

説明する。

●グループに分かれ呼気，交差点，ガソリン車，軽油車，植え込

み等の二酸化炭素濃度を測る。

自動車排ガスを採取する時に有

害なガスを吸わないように短時

間で採取する。

１０
分

合意形成 ●グループごとに得られた結果をみんなに発表し，発生源を知る。

●長い年月を経て作られた化石燃料を大量に消費した結果，二酸

化炭素の放出と吸収のバランスが崩れていることに気付かせる。

●物を大切にする，家族で自動車の利用を減らす

二酸化炭素の排出量は重量で示

されるので二酸化炭素１０gの量

を風船で見せる。

学習を発展させよう ●先進国と途上国で色々な言い分がある中，どのように二酸化炭素を減らしていけばいいのか。

●家族や地域の高齢者に昔の生活を聞き，今の暮らしとエネルギーの消費量を比べてみよう。
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